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ニ
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ｇ
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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
活
性
化
し
て
い
る
中
、
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
と
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
融

合
さ
せ
て
価
値
を
創
出
す
るX

-T
ech

（
ク
ロ
ス
テ
ッ
ク
）
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。X

-T
ech

の
代
表
例
と
し
て
、
人
事
分
野

のH
RT

ech

、
金
融
分
野
のFinT

ech

、
教
育
分
野
のEdT

ech

な
ど
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
神
経
技
術
の
急
速
な
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発
展
を
背
景
に
、N

euroT
ech

（
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ッ
ク
）
が
新
た
な
分
野
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
我
が
国
の
法
学
に
お
い
て
も
、

二
〇
二
一
年
一
二
月
、
駒
村
圭
吾
教
授
が
、「
い
わ
ゆ
る
神
経
科
学
（neuroscience

）
の
理
論
と
技
術
に
対
し
て
、
法
学
や
倫
理
学

さ
ら
に
は
広
く
社
会
科
学
一
般
の
視
点
か
ら
こ
れ
を
考
察
・
統
制
す
る
た
め
の
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
あ
るIoB-S

（“Internet-of-

Brains”-Society

）（
（
（

を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、N

euroT
ech

に
関
す
る
法
学
研
究
が
急
速
に
進
展
し
て
き
て
い
る
。

　
「
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
は
、「
自
然
人
の
神
経
系
の
構
造
及
び
機
能
に
対
し
て
、
ア
ク
セ
ス
、
監
視
、
調
査
、
評
価
、
操

作
及
び
／
又
は
模
倣
を
行
う
た
め
に
使
用
さ
れ
る
装
置
及
び
方
法
」（

（
（

を
い
う
。
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
、「
近
年
、

神
経
系
の
活
動
を
記
録
す
る
装
置
の
低
侵
襲
化
、
軽
量
化
、
小
型
化
の
進
展
と
Ａ
Ｉ
の
高
度
化
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
実
用
可
能
性
が
向
上
し
、
実
用
化
に
向
け
た
研
究
開
発
が
加
速
」
し
、
特
に
「
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
取
得
さ
れ
る
デ
ー

タ
の
管
理
・
保
護
が
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
」
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る（

（
（

。
二
〇
一
九
年
一
二
月
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、「
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
責
任
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
理
事
会
勧
告
」（
以
下
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
」
と
い
う
）（

（
（

を
採
択
し
た（

（
（

。

二
〇
〇
三
年
に
制
定
さ
れ
た
我
が
国
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
個
人
情
報
保
護
法
」
又
は
「
個
情
法
」
と
い
う
）

は
、
一
九
八
〇
年
九
月
に
採
択
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
個
人
デ
ー
タ
の
国
際
流
通
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
関
す
る
理
事
会
勧
告
」（

（
（

で
示
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
八
原
則（

（
（

に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
に
お
け

る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
活
動
の
重
要
性
は
高
い（

（
（

。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
取
り
扱
わ
れ
る
脳
神
経
デ
ー
タ（

（
（

に
関
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
勧
告
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
が
、
い
か
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
は
個
人
の
見
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
付
言
す
る
。
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Ⅱ　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告

1　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
の
九
原
則

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
は
、
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
に
お
け
る
最
初
の
国
際
基
準
で
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
つ
つ
、

新
た
な
健
康
関
連
神
経
技
術
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
倫
理
的
、
法
的
、
社
会
的
課
題
を
予
測
し
て
対
処
す
る
た
め
に
、
政
府
お
よ
び

革
新
者
に
指
針
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
は
、
次
の
九
つ
の
原
則
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

①　
責
任
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

②　
安
全
性
評
価
の
優
先

③　
包
括
性
の
促
進

④　
科
学
的
協
働
の
涵
養

⑤　
社
会
的
審
議
の
実
現

⑥　
監
視
・
諮
問
機
関
の
能
力
強
化

⑦　
個
人
の
脳
神
経
デ
ー
タ
そ
の
他
の
情
報
保
護

⑧　
官
民
を
貫
く
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
や
信
頼
の
文
化
の
促
進

⑨　
目
的
外
利
用
や
悪
用
の
可
能
性
の
予
見
・
監
視

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
は
、
個
人
の
脳
神
経
デ
ー
タ
（Personal brain data

）
を
「
個
人
を
識
別
又
は
識
別
し
う
る
人
間
の
脳
の
機
能
又

は
構
造
に
関
す
る
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
、
そ
の
個
人
の
生
理
学
的
機
能
、
健
康
状
態
又
は
精
神
状
態
に
関
す
る
一
意
的
な
情
報
を
含
む

も
の
」
と
定
義
し
、「
個
人
の
脳
神
経
デ
ー
タ
の
解
釈
が
、
臨
床
診
療
以
外
の
意
思
決
定
に
潜
在
的
に
影
響
し
、
社
会
的
不
平
等
を
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永
続
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
上
で（

（1
（

、
第
七
原
則
を
定
立
し
て
い
る
。
第
七
原
則
で
は
「
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
通
じ
て
取
得
さ
れ
る
個
人
の
脳
神
経
デ
ー
タ
そ
の
他
の
情
報
の
保
護
」
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
第
七
原
則
は
、
さ
ら
に
、
次
の

（
ａ
）
～
（
ｇ
）
を
構
成
要
素
と
し
て
い
る
。

（
ａ
）
健
康
目
的
で
収
集
さ
れ
る
個
人
の
脳
神
経
デ
ー
タ
の
収
集
・
保
管
・
処
理
・
潜
在
的
な
利
用
に
関
す
る
明
確
な
情
報
を
、
一
般
市

民
及
び
実
験
参
加
者
に
提
供
す
る
こ
と
。

（
ｂ
）
個
人
の
自
律
性
を
保
護
す
る
の
に
十
分
な
同
意
取
得
手
段
の
実
施
を
確
保
す
る
こ
と
。
判
断
能
力
が
限
ら
れ
る
特
別
な
ケ
ー
ス
の

考
慮
を
含
む
。

（
ｃ
）
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
に
係
る
ア
ク
セ
ス
、
修
正
及
び
削
除
の
選
択
肢
を
含
め
、
個
人
が
自
身
の
デ
ー
タ
の
使
用
方
法
及
び
共
有
方

法
を
選
択
す
る
機
会
を
促
進
す
る
こ
と
。

（
ｄ
）
特
に
営
利
目
的
又
は
法
的
手
続
・
雇
用
・
保
険
の
文
脈
に
お
い
て
、
特
定
の
個
人
又
は
集
団
を
差
別
し
た
り
不
適
切
に
排
除
し
た

り
す
る
た
め
に
個
人
の
脳
神
経
デ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

（
ｅ
）
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
使
用
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
、
権
限
な
き
使
用
か
ら
保
護
す
る
こ
と
。
適
切
な
場
合
に
デ
ー
タ

ア
ク
セ
ス
契
約
の
利
用
を
す
る
こ
と
を
含
む
。

（
ｆ
）
厳
格
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
準
の
実
施
を
含
め
、
機
密
性
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
促
進
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
侵
害
を
軽
減
す
る
こ
と
。

（
ｇ
）
収
集
・
処
理
さ
れ
た
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
使
用
さ
れ
た
医
療
行
為
の
追
跡
可
能
性
（
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
）
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
（
ａ
）
は
明
確
な
情
報
提
供
、（
ｂ
）
は
個
人
の
同
意
手
段
確
保
、（
ｃ
）
は
個
人
の
デ
ー
タ
の
使
用
・
共
有
方
法
の
選
択
の
機
会
、

（
ｄ
）
は
差
別
・
排
除
防
止
、（
ｅ
）
は
無
権
限
利
用
か
ら
の
保
護
、（
ｆ
）
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、（
ｇ
）
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
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に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

2　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト

　

二
〇
一
九
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
採
択
以
来
、
三
九
カ
国
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

勧
告
を
遵
守
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
勧
告
は
法
的

拘
束
力
を
持
た
な
い
が
、
日
本
を
含
む
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
が
最
善
を
尽

く
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
二

四
年
四
月
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
の
遵
守
国
の
政
策
立
案
者
が
勧
告
実
施
に

取
り
組
む
際
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
た
め
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
「
ニ
ュ
ー

ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト（

（1
（

」（
以
下
「
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
」
と
い

う
）
を
公
表
し
た
。
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
は
、
上
記
表
の
と
お
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
が
提
唱
す
る
「
新
興
技
術
の
予
測
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
の
五
要
素
に
分
類
さ
れ
る
一
三
の
テ
ー
マ
別
目
標
に
基
づ
い
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　

上
記
表
の
う
ち
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
第
七
原
則
（
ａ
）
～
（
ｇ
）
に
関

係
す
る
の
は
、「
1　

指
導
的
価
値
」
及
び
「
④
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
」
で
あ
る（

（1
（

。
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
で
は
、「
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
」
に
関
す
る
「
可
能
な
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、「
政
策
立

案
者
は
、
既
存
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
及
び
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
仕
組
み
、
そ
の
他

表：ツールキットの 5 要素と 13 のテーマ別目標 
「新興技術の予測的ガバナンス・フレームワー
ク」の 5 要素

13 のテーマ別目標

１　指導的価値 ①公共の利益のためのイノベーション
②安全性とセキュリティの確保
③包摂性とアクセスの確保
④データプライバシーの保護
⑤認知過程自由の保障

２　戦略的知見と監督 ⑥技術変化と影響の予測
⑦制度的監督の実装

３　ステークホルダーの関与 ⑧市民との協議とコミュニケーション
⑨包摂的な意思決定と技術開発の実現

４　アジャイル規制 ⑩柔軟なガバナンスと規制の適応
⑪ 責任あるビジネスの促進

５　国際協調 ⑫協調的な研究開発
⑬国際標準の策定
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の
政
策
手
段
を
見
直
し
、
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
新
た
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
十
分
な
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
か
を
評
価
し

う
る
。
十
分
な
保
護
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
政
策
立
案
者
は
以
下
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
次
の
四
項
目

を
挙
げ
る
。

・�

脳
活
動
及
び
／
又
は
精
神
状
態
に
つ
い
て
推
知
す
る
生
体
情
報
の
収
集
・
処
理
・
利
用
に
関
し
て
、
個
人
に
対
し
て
よ
り
強
度
の
保
護

を
提
供
す
る
既
存
の
生
体
認
証
ル
ー
ル
の
拡
大
。

・�「
神
経
デ
ー
タ
（neural data

）」
に
対
す
る
特
別
な
保
護
措
置
の
提
供
：「
神
経
デ
ー
タ
」
と
は
、
個
人
の
生
理
的
・
生
物
学
的
・
行

動
的
活
動
を
測
定
又
は
監
視
す
る
あ
ら
ゆ
る
生
体
セ
ン
サ
ー
技
術
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
で
あ
り
、
認
知
機
能
、
精
神
状
態
、
心
理
的

パ
タ
ー
ン
を
推
知
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
差
別
防
止
の
た
め
の
特
別
の
保
護
措
置
を
含
む
。

・�

同
意
が
、
情
報
に
基
づ
く
、
具
体
的
か
つ
撤
回
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
、
神
経
デ
ー
タ
又
は
認
知
バ
イ
オ
メ
ト

リ
ク
ス
の
収
集
、
処
理
、
利
用
及
び
／
又
は
共
有
に
関
す
る
堅
牢
な
同
意
枠
組
み
の
確
立
。

・�

エ
ッ
ジ
ス
ト
レ
ー
ジ
、
エ
ッ
ジ
処
理
、
デ
バ
イ
ス
内
で
の
暗
号
化
、
匿
名
化
技
術
、
デ
ー
タ
最
小
化
、
利
用
制
限
な
ど
、
神
経
デ
ー
タ

に
関
す
る
業
界
全
体
の
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
基
準
の
促
進
。

3　

我
が
国
の
検
討
す
べ
き
事
項

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
制
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
第
七
原
則
（
ａ
）
～
（
ｇ
）
の
観
点
か
ら
再

点
検
し
、「
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
新
た
な
リ
ス
ク
」
に
対
し
て
十
分
な
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
か
を
評
価
し
た
上
で
、

十
分
な
保
護
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
政
策
立
案
者
は
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
記
載
の
各
措
置
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
は
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
み
な
ら
ず
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
そ
の
他
の
政
策
手
段
を
許
容
し
て
い
る
た
め
、
ハ
ー
ド
ロ

ー
で
あ
る
個
人
情
報
保
護
法
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
情
報
保
護
法
に
関
連
す
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
そ
の
他
の
政
策
手
段
に
よ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
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Ｄ
勧
告
を
遵
守
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

Ⅲ　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
第
七
原
則
（
ａ
）～（
ｇ
）
に
即
し
た
評
価

1　
（
ａ
）
明
確
な
情
報
提
供

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
で
は
「
個
人
の
脳
神
経
デ
ー
タ
」
は
「
個
人
を
識
別
又
は
識
別
し
う
る
…
…
デ
ー
タ
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
た
め
、

我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
「
個
人
情
報
」（
個
情
法
二
条
一
項
一
号
）
に
概
ね
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
個
人

情
報
取
扱
事
業
者
は
、
書
面
等
に
よ
り
個
人
情
報
を
直
接
取
得
す
る
場
合
に
は
予
め
利
用
目
的
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
り
（
同
法
二

一
条
二
項
本
文
）、
そ
の
他
の
取
得
方
法
で
も
、
予
め
利
用
目
的
を
公
表
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
利
用
目
的
の
本
人
通
知
・
公
表
を

要
す
る
（
同
条
一
項
）。
ま
た
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
保
有
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
①
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
氏
名
・

名
称
及
び
住
所
（
法
人
の
場
合
、
代
表
者
氏
名
）、
②
利
用
目
的
、
③
開
示
等
の
求
め
に
応
じ
る
手
続
、
④
安
全
管
理
措
置
、
⑤
苦
情

の
申
出
先
を
本
人
の
知
り
得
る
状
態
（
本
人
の
求
め
に
応
じ
て
遅
滞
な
く
回
答
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
）
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
同
法
三
二
条
一
項
、
同
法
施
行
令
一
〇
条
）。

　

こ
の
よ
う
に
第
七
原
則
（
ａ
）
の
明
確
な
情
報
提
供
に
相
応
す
る
規
制
は
、
一
定
程
度
、
存
在
す
る
。

2　
（
ｂ
）
個
人
の
同
意
手
段
確
保

　

個
人
情
報
保
護
法
で
は
、
個
人
情
報
は
、
個
人
の
人
格
尊
重
の
理
念
の
下
に
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
そ
の
適
正
な
取
扱
い
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
（
個
情
法
三
条
）。
こ
の
個
人
の
人
格
尊
重
の
理
念
の
下
、

個
人
情
報
保
護
法
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
大
き
い
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
本
人
の
事
前
同
意
を
必
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要
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
目
的
外
利
用
（
同
法
一
八
条
一
項
、
二
項
）、
要
配
慮
個
人
情
報
の
取
得
（
同
法
二
〇
条
二
項
）、
個

人
デ
ー
タ
の
第
三
者
提
供
（
同
法
二
七
条
一
項
）、
個
人
デ
ー
タ
の
外
国
第
三
者
提
供
（
同
法
二
八
条
一
項
）
及
び
個
人
関
連
情
報
が

個
人
デ
ー
タ
と
し
て
取
得
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
場
合
の
第
三
者
提
供
（
同
法
三
一
条
一
項
）
に
つ
い
て
、
事
前
同
意
を
必
要

と
し
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
法
の
「
本
人
の
同
意
」
に
つ
い
て
は
、「
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
て
同
意
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

生
ず
る
結
果
に
つ
い
て
、
未
成
年
者
、
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
及
び
被
補
助
人
が
判
断
で
き
る
能
力
を
有
し
て
い
な
い
な
ど
の

場
合
は
、
親
権
者
や
法
定
代
理
人
等
か
ら
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
」
と
解
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
法
定
代
理
人
等
か
ら
同
意
を
得
る
必
要

が
あ
る
子
ど
も
の
具
体
的
な
年
齢
は
、
対
象
と
な
る
個
人
情
報
の
項
目
や
事
業
の
性
質
等
に
よ
っ
て
、
個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
一
二
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
の
年
齢
以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
法
定
代
理
人
等
か
ら
同
意
を
得
る
必

要
が
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
個
人
情
報
保
護
法
の
規
定
や
解
釈
を
踏
ま
え
る
と
、
判
断
能
力
が
限
ら
れ
る
特
別
な
ケ
ー
ス
を
含
め
て
、
個

人
情
報
保
護
法
は
、
第
七
原
則
（
ｂ
）
に
相
応
す
る
同
意
取
得
手
段
を
整
備
し
て
い
る
と
も
評
し
得
る
。

　

他
方
で
、
Ｅ
Ｕ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
（General D

ata Protection Regulation

、
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）
四
条
一
一
項
の
「
デ
ー
タ

主
体
の
同
意
」
の
場
合
、
公
的
機
関
や
雇
用
主
と
個
人
と
の
間
で
は
同
意
を
調
達
で
き
ず
、
包
括
的
同
意
で
は
な
く
個
別
同
意
を
要

し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
九
条
（
特
別
な
種
類
の
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
）、
二
二
条
（
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
含
む
、
自
動
処
理
に
よ
る
個
人
に
関

す
る
決
定
）、
四
九
条
（
第
三
国
等
移
転
制
限
に
関
す
る
特
定
の
状
況
に
お
け
る
例
外
）
で
は
「
明
示
的
同
意
」
ま
で
要
求
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
が
、
我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
「
同
意
」
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
包
括
的
同
意
は
除
外
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
黙
示
の
同

意
」
も
個
別
事
案
ご
と
に
個
別
的
に
判
断
さ
れ
る
も
の
の
許
容
さ
れ
る
余
地
が
あ
る（

（1
（

。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
の

「
個
人
の
自
律
性
を
保
護
す
る
の
に
十
分
な
同
意
取
得
手
段
」
が
個
人
情
報
保
護
法
に
実
装
さ
れ
て
い
な
い
と
ま
で
は
断
定
で
き
な

い
も
の
の
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
に
照
ら
せ
ば
、
個
人
情
報
保
護
法
の
「
同
意
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
自
律
性
保
護
の
理
念
と

整
合
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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3　
（
ｃ
）
個
人
の
デ
ー
タ
の
使
用
・
共
有
方
法
の
選
択
の
機
会

　

個
人
情
報
保
護
法
は
、
保
有
個
人
デ
ー
タ
の
開
示
請
求
権
、
訂
正
等
請
求
権
及
び
利
用
停
止
等
請
求
権
（
個
情
法
三
二
条
以
下
）

を
定
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
に
係
る
ア
ク
セ
ス
、
修
正
及
び
削
除
の
選
択
肢
」
は
、
一
定
程
度
、
制
度
整
備

さ
れ
て
お
り
、
第
七
原
則
（
ｃ
）
に
相
応
す
る
規
制
は
存
在
す
る（

（1
（

。

4　
（
ｄ
）
差
別
・
排
除
防
止

　

第
七
原
則
（
ｄ
）
は
、「
特
に
営
利
目
的
又
は
法
的
手
続
・
雇
用
・
保
険
の
文
脈
に
お
い
て
、
特
定
の
個
人
又
は
集
団
を
差
別
し

た
り
不
適
切
に
排
除
し
た
り
す
る
た
め
に
個
人
の
脳
神
経
デ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
」
を
内

容
と
す
る
。

　

個
人
情
報
保
護
法
が
差
別
防
止
の
趣
旨
を
含
む
か
に
つ
い
て
個
人
情
報
保
護
法
制
定
当
初
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
が
、

令
和
二
年
の
個
人
情
報
保
護
法
改
正
に
よ
り
、
不
適
正
利
用
禁
止
義
務
（
当
時
の
個
情
法
一
六
条
の
二
。
現
行
法
の
一
九
条
）
が
導
入

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
令
和
二
年
改
正
後
の
令
和
三
年
八
月
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
は
Ｇ
Ｌ
通
則
編
を
改
正
し
、
不
適
正
利
用
禁
止

義
務
違
反
と
な
る
事
例
と
し
て
六
つ
の
事
例
を
整
理
し
た
。
六
つ
の
事
例
の
う
ち
、
事
例
二
で
は
「
裁
判
所
に
よ
る
公
告
等
に
よ
り

散
在
的
に
公
開
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
（
例
：
官
報
に
掲
載
さ
れ
る
破
産
者
情
報
）
を
、
当
該
個
人
情
報
に
係
る
本
人
に
対
す
る
違
法

な
差
別
が
、
不
特
定
多
数
の
者
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
予
見
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
集
約
し
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
場
合
」、
事
例
五
で
は
「
採
用
選
考
を
通
じ
て
個
人
情
報
を
取
得
し
た
事

業
者
が
、
性
別
、
国
籍
等
の
特
定
の
属
性
の
み
に
よ
り
、
正
当
な
理
由
な
く
本
人
に
対
す
る
違
法
な
差
別
的
取
扱
い
を
行
う
た
め
に
、

個
人
情
報
を
利
用
す
る
場
合
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
想
定
事
例
を
踏
ま
え
る
と
、
個
人
情
報
保
護
法
は
、
差
別
禁
止

の
趣
旨
ま
で
含
ん
で
規
制
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る（

（1
（

。
も
っ
と
も
、
Ｇ
Ｌ
通
則
編
は
、
脳
神
経
デ
ー
タ
に
着
目
し
た
差
別
禁
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止
に
つ
い
て
は
明
示
的
に
定
め
て
い
な
い
た
め
、
Ｇ
Ｌ
通
則
編
を
改
正
し
て
不
適
正
利
用
禁
止
義
務
違
反
と
な
る
事
例
を
追
加
す
る

こ
と
も
検
討
に
値
し
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
民
間
部
門
に
お
け
る
「
営
利
目
的
」、「
保
険
」、「
雇
用
」（

（2
（

等
の
文
脈
で
の
脳
神
経
デ
ー
タ
に
対
し
て
は
不
適
正
利
用

禁
止
義
務
に
よ
り
カ
バ
ー
さ
れ
う
る
。
ま
た
、
裁
判
所
に
は
個
人
情
報
保
護
法
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、「
裁
判
所
が
司
法
行
政
事
務

に
関
し
て
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
扱
要
綱
」
第
二
・
三
に
お
い
て
個
情
法
一
九
条
と
同
様
の
「
不
適
正
な
利
用
の
禁
止
」
の
規
律

が
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
司
法
行
政
事
務
以
外
の
「
法
的
手
続
」
に
関
し
て
は
平
等
原
則
（
憲
法
一
四
条
一
項
）
が
適
用
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
第
七
原
則
（
ｄ
）
に
相
応
す
る
規
制
は
、
Ｇ
Ｌ
通
則
編
の
改
正
に
よ
り
趣
旨
の
明
確
化
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も

の
の
、
一
定
程
度
、
存
在
す
る
。

5　
（
ｅ
）
無
権
限
利
用
か
ら
の
保
護

　

個
情
法
二
三
条
は
安
全
管
理
措
置
義
務
を
定
め
て
お
り
、
一
般
的
に
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、「
基
本
方
針
の
策
定
」
及
び

「
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る
規
律
の
整
備
」
を
行
っ
た
上
で
、
組
織
的
安
全
管
理
措
置
・
人
的
安
全
管
理
措
置
・
物
理
的
安
全

管
理
措
置
・
技
術
的
安
全
管
理
措
置
等
の
安
全
管
理
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
（
そ
の
他
、
安
全
管
理
措
置
義
務
の
一
環
と
し
て
、

従
業
者
の
監
督
義
務
と
し
て
同
法
二
四
条
、
委
託
先
の
監
督
義
務
と
し
て
同
法
二
五
条
が
定
め
ら
れ
て
い
る
）。「
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に

係
る
規
律
」
の
中
で
は
「
取
得
、
利
用
、
保
存
、
提
供
、
削
除
・
廃
棄
等
の
段
階
ご
と
に
、
取
扱
方
法
、
責
任
者
・
担
当
者
及
び
そ

の
任
務
等
に
つ
い
て
定
め
る
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
規
程
を
策
定
す
る
こ
と
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
安
全
管
理
措
置
義

務
に
よ
り
、
個
人
情
報
の
無
権
限
利
用
は
防
止
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
第
七
原
則
（
ｅ
）
に
相
応
す
る
規
制
は
、
一
定
程
度
、
存
在
す
る
。
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6　
（
ｆ
）
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　

前
述
の
と
お
り
個
情
法
二
三
条
は
安
全
管
理
措
置
義
務
を
定
め
て
い
る
ほ
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
準
に
関
し
て
は
「
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
経
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｖ
ｅ
ｒ
3
・
0
」（
経
済
産
業
省
＝
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
）、「
中
小
企
業
の
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。
最
終
更
新
日
：
二
〇
二
五
年
七
月
三

一
日
）、「
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　

第
6
・
0
版
（
令
和
五
年
五
月
）」（
厚
生
労
働
省
）
等
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
第
七
原
則
（
ｆ
）
に
相
応
す
る
規
制
は
、
一
定
程
度
、
存
在
す
る
。

7　
（
ｇ
）
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
確
保

　

デ
ー
タ
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
第
三
者
提
供
を
行
う
際
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
義
務
（
提
供
者
の

記
録
作
成
に
つ
き
個
情
法
二
九
条
、
受
領
者
の
確
認
・
記
録
作
成
に
つ
き
同
法
三
〇
条
）
が
あ
る（

（2
（

。
ま
た
、
本
人
が
事
業
者
間
で
の
個
人

デ
ー
タ
の
流
通
を
把
握
し
、
事
業
者
に
対
す
る
権
利
行
使
を
容
易
に
す
べ
く
、
第
三
者
提
供
記
録
の
開
示
の
請
求
が
で
き
る
（
同
法

三
三
条
五
項
）。

　

ま
た
、
医
療
行
為
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
医
師
に
は
診
療
録
記
載
義
務
（
医
師
法
二
四
条
一
項
）
が
あ
り
、
五
年

間
の
保
存
義
務
が
あ
る
（
同
条
二
項
）。
診
療
録
に
は
、
①
診
療
を
受
け
た
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
及
び
年
齢
、
②
病
名
及
び
主

要
症
状
、
③
治
療
方
法
（
処
方
及
び
処
置
）、
④
診
療
の
年
月
日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
医
師
法
施
行
規
則
二
三
条
）。
ニ
ュ

ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
使
用
さ
れ
た
医
療
行
為
に
つ
い
て
は
、
③
の
中
で
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
「
医
療
行
為

の
追
跡
可
能
性
（
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
）」
に
つ
い
て
も
、
医
師
法
に
よ
る
一
定
の
規
律
が
あ
る
。
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Ⅳ　

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
に
対
す
る
対
応

1　

第
七
原
則
に
つ
い
て

　

Ⅲ
で
論
じ
た
と
お
り
、「
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
新
た
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
十
分
な
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
か
を
評
価
」

す
る
と
、
第
七
原
則
（
ａ
）～（
ｇ
）
に
関
し
て
は
、
既
存
の
日
本
法
の
中
に
も
一
定
の
規
律
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た

め
、
現
行
法
に
お
い
て
も
、
第
七
原
則
を
充
足
し
て
い
る
と
の
評
価
も
あ
り
え
る
。

　

も
っ
と
も
、
第
七
原
則
（
ａ
）～（
ｇ
）
に
相
応
す
る
一
定
の
規
律
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
規
律
密
度
を
考
慮
し
て
「
十
分
な
保

護
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
」
に
該
当
す
る
と
評
価
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
え
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
記
載
の
各
措

置
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
有
益
で
あ
ろ
う
。

2　

生
体
認
証
ル
ー
ル
の
拡
張

　

ま
ず
、
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
は
、「
脳
活
動
及
び
／
又
は
精
神
状
態
に
つ
い
て
推
知
す
る
生
体
情
報
の
収
集
・
処
理
・
利
用
に
関
し
て
、

個
人
に
対
し
て
よ
り
強
度
の
保
護
を
提
供
す
る
既
存
の
生
体
認
証
ル
ー
ル
の
拡
大
」
を
行
う
政
策
手
法
を
挙
げ
る
。

　

現
行
の
個
人
情
報
保
護
法
で
は
、
身
体
的
特
徴
に
係
る
デ
ー
タ
（
顔
特
徴
デ
ー
タ
等
）
の
う
ち
、
本
人
を
認
証
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
も
の
は
、「
個
人
識
別
符
号
」（
個
情
法
二
条
二
項
・
同
法
施
行
令
一
条
一
号
・
同
法
施
行
規
則
二
条
）
に
該
当
し
、「
個

人
情
報
」（
同
法
二
条
一
項
）
に
該
当
す
る
が
、
従
来
型
個
人
情
報
と
個
人
識
別
符
号
型
個
人
情
報
の
間
に
は
法
的
効
果
の
差
は
特
に

な
く（

（2
（

、
個
人
情
報
保
護
法
に
お
い
て
、「
生
体
デ
ー
タ
」
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
特
別
の
規
律
は
な
い（

（2
（

。
そ
の
た
め
、
仮
に
脳
神

経
デ
ー
タ
を
「
個
人
識
別
符
号
」
に
該
当
す
る
も
の
と
再
整
理
し
て
既
存
ル
ー
ル
の
拡
大
を
図
っ
て
も
、
特
段
の
法
的
意
味
は
な
い
。

　
「
生
体
デ
ー
タ
」
に
関
し
て
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
現
在
、
個
人
情
報
保
護
法
の
い
わ
ゆ
る
三
年
ご
と
見
直
し
の
検
討
対
象
と
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な
っ
て
い
る（

（2
（

。「
生
体
デ
ー
タ
は
、
長
期
に
わ
た
り
特
定
の
個
人
を
追
跡
す
る
こ
と
に
利
用
で
き
る
等
の
特
徴
を
持
ち
得
る
も
の
で

あ
り
、
特
に
、
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
通
常
の
個
人
情
報
と
比
較
し

て
個
人
の
権
利
利
益
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
、
保
護
の
必
要
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
」
が
、「
生
体
デ
ー
タ
は
本
人
認
証
に
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
犯
罪
予
防
や
安
全
確
保
等
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
る
た
め
、「
諸
外
国

に
お
け
る
法
制
度
な
ど
も
参
考
に
し
つ
つ
、
特
に
要
保
護
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
生
体
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
実
効
性
あ
る
規
律
を

設
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
整
理
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
そ
の
上
で
、
①
利
用
目
的
の
特
定
規
制
（
同
法
一
七
条
一
項
）
に

関
し
て
「
生
体
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
利
用
す
る
か
を
含

め
た
形
で
利
用
目
的
を
特
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
」（
利
用
目
的
規
制
の
精
緻
化
）、
②
本
人
が
よ
り
直
接
的
に
関
与
で
き
る
必

要
が
あ
り
、「
生
体
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
関
す
る
一
定
の
事
項
を
本
人
に
対
し
通
知
又
は
十
分
に
周
知
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
本
人

に
よ
る
事
後
的
な
利
用
停
止
を
他
の
保
有
個
人
デ
ー
タ
以
上
に
柔
軟
に
可
能
と
す
る
こ
と
」
等
の
手
法
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（
事
後

的
利
用
停
止
請
求
の
柔
軟
化
）。

　

脳
神
経
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
三
年
ご
と
見
直
し
の
検
討
過
程
の
「
生
体
デ
ー
タ
」
の
議
論
の
射
程
に
明
示
的
に
含
ま

れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、「
生
体
デ
ー
タ
」
に
関
す
る
議
論
を
拡
張
し
て
、
①
利
用
目
的
規
制
の
精
緻
化
、
②
事
後

的
利
用
停
止
請
求
の
柔
軟
化
を
検
討
す
る
方
法
も
あ
り
え
る
。

3　

特
別
な
保
護
措
置

　

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
は
、
差
別
に
対
す
る
保
護
措
置
を
含
む
「
神
経
デ
ー
タ
」
に
対
す
る
特
別
な
保
護
措
置
を
設
け
る
政
策
手
法
を
挙

げ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
で
は
、
脳
神
経
デ
ー
タ
に
着
目
し
た
明
示
的
規
制
は
な
い
が
、「
生
体
デ
ー
タ
」
を
含
む
「
特
別
な
種
類
の
個
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人
デ
ー
タ
」（special categories of personal data

）
の
処
理
は
、
デ
ー
タ
主
体
が
明
示
的
同
意
を
与
え
た
場
合
等
の
一
定
の
例
外

を
除
き
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
九
条
一
項
～
三
項
）（

（2
（

。
我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
に
お
い
て
も
、「
要
配
慮
個
人
情
報
」

（
個
情
法
二
条
三
項
）
に
つ
い
て
は
、
取
得
時
及
び
第
三
者
提
供
時
の
本
人
同
意
が
原
則
と
し
て
必
要
と
な
り
、
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
に
よ

る
第
三
者
提
供
も
で
き
な
い
（
同
法
二
〇
条
二
項
柱
書
、
二
七
条
二
項
）、
と
の
規
律
が
あ
る
。
脳
神
経
デ
ー
タ
が
「
病
気
に
罹
患
し

た
経
歴
を
意
味
す
る
も
の
で
、
特
定
の
病
歴
を
示
し
た
部
分
（
例
：
特
定
の
個
人
が
が
ん
に
罹
患
し
て
い
る
、
統
合
失
調
症
を
患
っ
て
い

る
等
）」（

（2
（

等
の
「
病
歴
」
に
該
当
す
る
場
合
に
は
「
要
配
慮
個
人
情
報
」
に
該
当
し
、
同
意
規
制
の
対
象
と
な
る（

（2
（

。
も
っ
と
も
、
多

く
の
脳
神
経
デ
ー
タ
は
「
病
歴
」
に
該
当
し
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
脳
神
経
デ
ー
タ
も
「
要
配
慮
個
人
情
報
」
の
対
象
に
含
め
る

改
正
を
行
い
、
特
別
な
保
護
措
置
に
含
め
る
べ
き
か
、
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。

　
「
要
配
慮
個
人
情
報
」
規
制
は
、
平
成
二
七
年
個
人
情
報
保
護
法
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
要
配
慮
個
人
情
報
の

定
義
で
あ
る
「
本
人
の
人
種
、
信
条
、
社
会
的
身
分
、
病
歴
、
犯
罪
の
経
歴
、
犯
罪
に
よ
り
害
を
被
っ
た
事
実
そ
の
他
本
人
に
対
す

る
不
当
な
差
別
、
偏
見
そ
の
他
の
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
そ
の
取
扱
い
に
特
に
配
慮
を
要
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
記

述
等
が
含
ま
れ
る
個
人
情
報
」
と
い
う
文
言
は
、
平
等
原
則
に
関
す
る
憲
法
一
四
条
一
項
後
段
列
挙
事
由
の
「
人
種
、
信
条
、
性
別
、

社
会
的
身
分
又
は
門
地
」
を
参
考
に
し
て
起
案
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
脳
神
経
デ
ー
タ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
憲
法
一
四
条
一
項
後
段
列
挙

事
由
の
「
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
」
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
整
理
す
る
こ
と
は
や
や
難
し
い
よ
う
に

も
思
わ
れ
、「
要
配
慮
個
人
情
報
」
規
制
を
脳
神
経
デ
ー
タ
全
般
に
及
ぼ
す
こ
と
の
妥
当
性
は
、
な
お
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
の
と
お
り
、
個
人
情
報
保
護
法
が
差
別
防
止
の
趣
旨
を
含
む
か
に
つ
い
て
は
個
人
情
報
保
護
法
制
定
当
初
は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
か
っ
た
が
、
令
和
二
年
の
個
人
情
報
保
護
法
改
正
に
よ
り
、
差
別
防
止
の
趣
旨
も
含
む
不
適
正
利
用
禁
止
義
務
（
一
九

条
）
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
脳
神
経
デ
ー
タ
に
関
す
る
「
差
別
」
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、「
要
配
慮
個
人
情
報
」
規

制
を
拡
張
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
不
適
正
利
用
禁
止
義
務
を
拡
張
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ほ
う
が
我
が
国
の
法
制
に
接
合
し
や
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す
い
。

4　

堅
牢
な
同
意
枠
組
み
の
構
築

　

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
は
、「
同
意
が
、
情
報
に
基
づ
く
、
具
体
的
か
つ
撤
回
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
、
神
経
デ

ー
タ
又
は
認
知
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
の
収
集
、
処
理
、
利
用
及
び
／
又
は
共
有
に
関
す
る
堅
牢
な
同
意
枠
組
み
の
確
立
」
と
い
う
政

策
手
法
を
提
示
し
て
い
る
。

　

個
人
情
報
保
護
法
で
は
、
個
人
情
報
取
得
の
際
の
同
意
が
必
須
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
要
配
慮
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て

同
意
を
要
す
る
が
例
外
が
広
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
第
三
者
提
供
を
除
く
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
利
用
目
的
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
本
人
同
意
は
不
要
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
で
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
個
情
法
に
お

い
て
同
意
が
果
た
す
役
割
は
限
定
的
で
あ
る
」
と
評
す
る
見
解
が
あ
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
な
見
解
に
基
づ
く
と
、
個
人
情
報
保
護
法
の
規

制
の
み
を
も
っ
て
「
堅
牢
な
同
意
枠
組
み
」
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
疑
義
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
個
人
情
報
保
護
法
に
お
け
る
「
同
意
が
果
た
す
役
割
」
は
明
示
的
な
同
意
規
制
の
み
に
限
定
さ
れ
な
い
、
と
い
う
捉
え

方
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
①
個
人
情
報
の
目
的
外
利
用
（
同
法
一
八
条
一
項
、
二
項
）、
要
配
慮
個
人
情
報
の
取
得
（
同
法
二
〇

条
二
項
柱
書
）、
個
人
デ
ー
タ
の
第
三
者
提
供
（
同
法
二
七
条
一
項
、
二
八
条
一
項
）
等
の
個
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
大

き
い
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
き
本
人
同
意
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
事
前
同
意
制
で
は
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
直
接
取

得
の
際
の
事
前
の
利
用
目
的
明
示
（
同
法
二
一
条
二
項
）、
取
得
時
・
変
更
時
の
利
用
目
的
の
通
知
・
公
表
（
同
条
一
項
、
三
項
）、
本

人
の
求
め
に
応
じ
た
第
三
者
提
供
停
止
等
に
つ
い
て
事
前
に
通
知
又
は
本
人
が
容
易
に
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
に
よ
る
オ
プ
ト

ア
ウ
ト
（
同
法
二
七
条
二
項
、
三
項
）
等
、
本
人
了
知
の
担
保
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
③
同
意
や
通
知
・
公
表

が
不
要
と
さ
れ
る
例
外
事
由
に
つ
い
て
は
、
本
人
関
与
を
及
ぼ
さ
な
い
と
き
の
本
人
の
不
利
益
と
、
本
人
関
与
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
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る
事
業
者
や
第
三
者
の
不
利
益
を
比
較
衡
量
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
同
意
又
は
本
人
関
与
を
中
核
と
し
た
法
的
仕
組
み

が
多
く
見
ら
れ
る（

（3
（

。

　

ま
た
、
令
和
二
年
個
人
情
報
保
護
法
改
正
前
に
は
利
用
停
止
・
消
去
等
の
個
人
の
請
求
権
に
つ
い
て
、
一
部
の
法
違
反
の
場
合
に

限
定
さ
れ
て
い
た
が
（
当
時
の
個
情
法
三
〇
条
一
項
、
三
項
）、
個
人
の
権
利
又
は
正
当
な
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

ま
で
要
件
を
拡
大
す
る
改
正
が
な
さ
れ
た（

（3
（

。
す
な
わ
ち
、
令
和
二
年
個
人
情
報
保
護
法
改
正
後
は
、
①
保
有
個
人
デ
ー
タ
を
利
用
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
②
漏
え
い
等
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
③
そ
の
他
当
該
本
人
の
権
利
又
は
正
当
な
利
益
が
害
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
も
、
利
用
停
止
・
消
去
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
同
法
三
〇
条
五
項
）（

（3
（

。

　

さ
ら
に
、
二
〇
二
四
年
、
脳
情
報
通
信
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（Center for Inform

ation and N
eural N

etw
orks

（CiN
et

）
は
、

神
経
デ
ー
タ
収
集
及
び
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
構
築
の
際
に
利
用
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
た
め
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
公
表
し

て
お
り（

（3
（

、
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
は
、
こ
れ
を
「
考
慮
す
べ
き
例
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る（

（3
（

。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
も
含
め
た
個
人
情
報
保
護
法
制
に
お
い
て
、「
堅
牢
な
同
意
枠
組
み
」
が
確
立
し
て
い
る
と

評
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

5　

業
界
全
体
の
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
基
準

　

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
は
、「
エ
ッ
ジ
ス
ト
レ
ー
ジ
、
エ
ッ
ジ
処
理
、
デ
バ
イ
ス
内
で
の
暗
号
化
、
匿
名
化
技
術
、
デ
ー
タ
最
小
化
、
利

用
制
限
な
ど
、
神
経
デ
ー
タ
に
関
す
る
業
界
全
体
の
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
基
準
の
促
進
」
と
い
う
政
策
手
法
も
挙
げ
て
い
る
。

　

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
の
巻
末
に
あ
る
各
国
の
先
進
事
例
の
紹
介
に
お
い
て
、
内
閣
府
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
に
お
け
る
ム

ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標
1
「
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
、
人
が
身
体
、
脳
、
空
間
、
時
間
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
社
会
を
実
現
」
の
「
身

体
的
能
力
と
知
覚
能
力
の
拡
張
に
よ
る
身
体
の
制
約
か
ら
の
解
放
」（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
：
金
井
良
太
）
事
業
の
一
環
と
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し
て
制
作
さ
れ
た
『
ブ
レ
イ
ン
・
テ
ッ
ク　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
及
び
『
ブ
レ
イ
ン
・
テ
ッ
ク　

エ
ビ
デ
ン
ス
ブ
ッ
ク
』
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り（

（3
（

、
日
本
に
お
い
て
「
業
界
全
体
の
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
基
準
」
の
促
進
の
試
み
は
既
に
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
（
（3
（

。

Ⅴ　

ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
「
推
知
」
リ
ス
ク
に
対
す
る
対
応
措
置

1　

デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
新
た
な
リ
ス
ク
―
―
「
推
知
」
リ
ス
ク

　

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
で
は
、「
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
新
た
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
十
分
な
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
か
を
評
価
」

し
、「
十
分
な
保
護
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
」
に
政
策
立
案
者
が
一
定
の
措
置
を
実
施
し
て
い
く
、
と
い
う
議
論
構
造
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
及
び
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
の
想
定
す
る
主
た
る
「
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
新
た
な
リ
ス

ク
」
は
何
で
あ
る
か
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
は
「
個
人
の
脳
神
経
デ
ー
タ
の
解
釈
が
、
臨
床
診
療
以
外
の
意
思
決
定
に
潜
在
的
に
影
響
し
、

社
会
的
不
平
等
を
永
続
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
て
お
り（

（3
（

、「
社
会
的
不
平
等
」
の
問
題
に
照
準
し
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
二
〇
一
九
年
五
月
に
公
表
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
で
は
、
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

「
潜
在
的
影
響
」
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ロ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
神
経
刺
激
を
利
用
で
き
な
い
者
を
不
利
な
立
場
に
置
き
得
る
こ
と
や
神
経

学
的
情
報
の
保
険
料
率
へ
の
反
映
に
よ
る
新
た
な
脆
弱
階
層
の
創
出
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

ま
た
、
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
の
例
示
す
る
「
可
能
な
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
は
、
脳
活
動
・
精
神
状
態
の
「
推
知
」
に
対
し
て
強
度

の
保
護
を
与
え
る
た
め
の
生
体
認
証
ル
ー
ル
拡
大
や
（
認
知
機
能
、
精
神
状
態
、
心
理
的
パ
タ
ー
ン
を
推
知
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
得
る
）

「
神
経
デ
ー
タ
」
に
対
す
る
（
差
別
防
止
を
含
む
）
特
別
な
保
護
措
置
の
設
定
が
政
策
手
法
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
す
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と
、「
推
知
」
に
よ
る
差
別
リ
ス
ク
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
と
評
し
得
る
。

　

さ
ら
に
、
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
の
提
示
す
る
「
堅
牢
な
同
意
枠
組
み
の
確
立
」
は
、「
神
経
デ
ー
タ
」
と
「
認
知
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
」

を
対
象
と
し
て
い
る
。「
神
経
デ
ー
タ
」
は
、
認
知
機
能
、
精
神
状
態
、
心
理
的
パ
タ
ー
ン
を
推
知
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
得
る
も

の
で
あ
り
、「
認
知
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
（cognitive biom

etrics

）」
の
意
義
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
学
説
で
は
、「
認

知
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
デ
ー
タ
（cognitive biom

etric data

）」
に
つ
い
て
「
神
経
デ
ー
タ
、
そ
の
他
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
デ
ー
タ

や
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
を
通
じ
て
特
定
の
個
人
又
は
集
団
か
ら
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
」
で
あ
り
、「
精
神
状
態
を
推
知
す
る
た

め
に
処
理
・
使
用
さ
れ
る
」
可
能
性
が
あ
る
も
の
、
と
定
義
す
る
も
の
が
あ
る（

（4
（

。
こ
れ
ら
の
定
義
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

「
堅
牢
な
同
意
枠
組
み
の
確
立
」
に
関
し
て
も
、
脳
活
動
・
精
神
状
態
の
「
推
知
」
リ
ス
ク
に
重
き
を
置
い
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ

る
。

　

近
時
、「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
等
を
通
じ
て
経
時
的
に
取
得
さ
れ
る
脳
波
や
移
動
情
報
な
ど
を
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と
し
て
利

用
し
精
神
疾
患
の
病
状
等
の
推
知
を
行
う
技
術
」
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ェ
ノ
タ
イ
ピ
ン
グ
（digital phenotyping

）」
や
「
神

経
系
の
活
動
に
か
か
る
デ
ー
タ
か
ら
神
経
系
で
行
わ
れ
て
い
る
情
報
処
理
の
内
容
を
推
測
す
る
技
術
」
で
あ
る
「
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
（neural decoding

）」
と
い
っ
た
認
知
過
程
を
〈
推
測
す
る
技
術
〉
が
登
場
し
て
い
る（

（4
（

。

　

こ
の
よ
う
な
技
術
状
況
に
照
ら
す
と
、
我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
制
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ェ
ノ
タ
イ
ピ
ン
グ
や
ニ
ュ

ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
等
の
新
し
い
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
も
た
ら
す
「
推
知
」
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
か
を
検
討
し
て

い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2　
「
推
知
」
リ
ス
ク
に
対
す
る
我
が
国
の
現
在
の
規
律

　

個
人
情
報
保
護
法
に
お
い
て
、
人
種
、
信
条
、
社
会
的
身
分
、
病
歴
等
の
「
要
配
慮
個
人
情
報
」
を
「
推
知
さ
せ
る
情
報
に
す
ぎ
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な
い
も
の
（
例
：
宗
教
に
関
す
る
書
籍
の
購
買
や
貸
出
し
に
係
る
情
報
等
）」
は
、
要
配
慮
個
人
情
報
に
は
含
ま
な
い
、
と
解
す
る
の
が

通
説
で
あ
る（

（4
（

。
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
個
情
法
二
〇
条
二
項
の
「
要
配
慮
個
人
情
報
」
の
「
取
得
」
に
該
当
す
る
と
い
う
学

説
も
あ
る
が（

（4
（

、
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
個
情
法
二
〇
条
二
項
を
適
用
し
な
い
見
解
が
通
説
で
あ
る（

（4
（

。
そ
う
す
る
と
、
ニ
ュ
ー

ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
「
推
知
」
行
為
に
対
し
て
、「
要
配
慮
個
人
情
報
」
の
同
意
規
制
を
及
ぼ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
令
和
二
年
個
人
情
報
保
護
法
改
正
以
降
、
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
規
制
す
る
個
人
情
報
保
護
法
の
解
釈
は
深
化
さ
れ

て
き
た（

（4
（

。
現
在
で
は
、
Ｇ
Ｌ
通
則
編
三
―

一
―

一
は
「
例
え
ば
、
本
人
か
ら
得
た
情
報
か
ら
、
本
人
に
関
す
る
行
動
・
関
心
等
の
情

報
を
分
析
す
る
場
合
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
本
人
が
予
測
・
想
定
で
き
る
程
度

に
利
用
目
的
を
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、「
本
人
に
関
す
る
行
動
・
関
心
等
の
情
報
」
の
「
分
析
」
行
為
に
対
し
て

利
用
目
的
の
特
定
規
制
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
個
情
法
一
七
条
一
項
。
利
用
目
的
規
制
の
精
緻
化
）。
ま
た
、
利
用
停
止
・
消
去
請
求
権
の

要
件
の
一
つ
で
あ
る
「
本
人
の
権
利
又
は
正
当
な
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
」（
同
法
三
〇
条
五
項
）
と
は
「
法
目
的
」

に
照
ら
し
て
保
護
に
値
す
る
正
当
な
利
益
が
存
在
し
、
そ
れ
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
と
解
さ
れ
て
お
り
（
Ｇ
Ｌ
通
則
編

三
―

八
―

五
―

一
）、
個
人
情
報
保
護
法
の
法
目
的
に
差
別
禁
止
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
差
別
的
利
用
に
対
し
て
利
用
停

止
・
消
去
請
求
権
を
行
使
し
う
る
（
事
後
的
利
用
停
止
請
求
）。
さ
ら
に
、
前
述
の
と
お
り
差
別
問
題
に
関
し
て
は
、
不
適
正
利
用
禁

止
義
務
（
同
法
一
九
条
）
も
適
用
し
得
る
。

　

こ
の
よ
う
に
個
人
情
報
保
護
法
に
お
い
て
は
「
推
知
」
リ
ス
ク
に
対
す
る
一
定
の
手
当
て
が
な
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
と
同
様
に
脳
神
経
デ
ー
タ
に
対
す
る
差
別
問
題
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
制
が
適
用
さ
れ
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が（

（4
（

、
通
達
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
業
界
の
自
主
規
制
等
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
解
釈
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
に
対
応
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
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Ⅵ　

ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
「
介
入
」
リ
ス
ク

　

ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
し
て
は
、
認
知
過
程
を
〈
推
測
す
る
〉
技
術
の
み
な
ら
ず
、
認
知
過
程
を
〈
操
作
〉
す
る
技
術
も

進
展
し
つ
つ
あ
る（

（4
（

。
具
体
的
に
は
、「
神
経
系
の
物
理
的
な
側
面
に
干
渉
す
る
こ
と
で
そ
こ
で
実
行
さ
れ
て
い
る
処
理
過
程
を
変
容
」

さ
せ
る
「
神
経
操
作
（neural m

anipulation

）」
や
神
経
系
と
い
う
情
報
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
「
入
力
」
を
操
作
し
て
、
そ
の
在
り

様
に
干
渉
す
る
「
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（neurofeedback

）」
が
あ
る（

（4
（

。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
及
び
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
の
「
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
関
連
に
つ
い
て
は
「
推
知
」
リ
ス
ク
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
も
っ
と
も
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
の
第
一
原
則
（
ｄ
）
は
「
危
害
を
回
避
し
、
特
に
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
認

知
過
程
の
自
由
及
び
自
律
性
と
い
っ
た
人
権
と
社
会
的
価
値
に
対
し
て
十
分
な
配
慮
を
示
す
こ
と
」
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
「
認
知

過
程
の
自
由
（Cognitive liberty
）（

（5
（

」
と
は
「
脳
及
び
精
神
的
経
験
に
対
す
る
自
己
決
定
」
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
照

ら
す
と（

（5
（

、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
は
脳
及
び
精
神
的
経
験
の
自
己
決
定
に
対
す
る
「
介
入
」
リ
ス
ク
に
対
し
て
も
、
一
定
の
対
応
を
求
め
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

意
思
決
定
へ
の
介
入
の
問
題
は
我
が
国
の
学
説
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
で
は
な
く
自
己
決
定
権
の
問
題
と
し
て
整
理
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
が（

（5
（

、
個
人
情
報
保
護
法
の
目
的
規
定
（
個
情
法
一
条
）
の
「
個
人
の
権
利
利
益
」
と
は
「
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
態

様
い
か
ん
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
『
個
人
の
人
格
的
、
財
産
的
な
権
利
利
益
』（
平
成
一
二
年
大
綱
）
全
般
で
あ
り
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
そ
の
主
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
限
ら
れ
な
い
」
と
解
さ
れ
て
お
り（

（5
（

、
個
人
情
報
保
護
法
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

以
外
の
法
益
も
保
護
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
。
そ
し
て
、「
違
法
な
行
為
を
営
む
こ
と
が
疑
わ
れ
る
事
業
者
（
例
：
貸

金
業
登
録
を
行
っ
て
い
な
い
貸
金
業
者
等
）
か
ら
の
突
然
の
接
触
に
よ
る
本
人
の
平
穏
な
生
活
を
送
る
権
利
の
侵
害
等
、
当
該
事
業
者

の
違
法
な
行
為
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
想
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
事
業
者
に
当
該
本
人
の
個
人
情
報
を
提
供
す
る
場
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合
」
も
不
適
正
利
用
禁
止
義
務
（
個
情
法
一
九
条
）
の
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
Ｇ
Ｌ
通
則
編
三
―

二
）。
こ
の
よ
う
に
違
法
業
者

か
ら
の
「
突
然
の
接
触
」
の
よ
う
な
〈
介
入
〉
行
為
に
対
し
て
も
、
個
人
情
報
保
護
法
は
規
制
対
象
と
し
う
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

我
が
国
の
法
解
釈
に
お
い
て
「
認
知
過
程
の
自
由
」
が
法
的
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
個

人
情
報
保
護
法
の
解
釈
と
し
て
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
〈
介
入
〉
リ
ス
ク
に
対
処
し
て
い
く
、
と
い
う
方
法
も
あ
り
え
よ
う（

（5
（

。

Ⅶ　

結
び
に
代
え
て
―
―
計
算
論
的
人
間
観
と
生
命
シ
ス
テ
ム
論
的
人
間
観

　
〈
推
測
〉
及
び
〈
操
作
〉
す
る
技
術
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
は
、
推
知
リ
ス
ク
や
介
入
リ
ス
ク
を
高
め
る
た

め
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
立
法
論
又
は
解
釈
論
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
を

導
き
手
と
し
な
が
ら
、
個
人
情
報
保
護
法
の
解
釈
論
に
お
い
て
推
知
リ
ス
ク
や
介
入
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
い
く
方
法
が
あ
り
え
る
こ

と
を
示
し
た
。
具
体
的
に
は
、
推
知
リ
ス
ク
に
対
し
て
は
利
用
目
的
規
制
の
精
緻
化
、
事
後
的
利
用
停
止
請
求
の
柔
軟
化
及
び
不
適

正
利
用
禁
止
義
務
、
介
入
リ
ス
ク
に
対
し
て
は
不
適
正
利
用
禁
止
義
務
に
よ
る
対
処
法
が
あ
り
え
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
対
処

法
は
本
稿
の
試
論
に
と
ど
ま
る
た
め
、
通
達
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
業
界
自
主
規
制
等
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
お
い
て
、
解
釈
論
を
深
化
さ

せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。

　

よ
り
根
源
的
に
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
第
七
原
則
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
保
護
法
制
又
は
個
人
情
報
保
護
法
制
の
み
を
も
っ
て
、
す
べ

て
対
処
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
駒
村
圭
吾
教
授
は
、《
人
間
と
い
う
も
の
を
情
報
に
分
解
し
、
そ
れ
を
別
の
時
空
間
に

再
現
で
き
る
》
と
い
う
人
間
観
を
「
計
算
論
的
人
間
観
」
と
命
名
し
た
上
で
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ナ
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ヴ
ァ
レ
ラ
が
提
唱
し
た
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
論
を
参
照
し
、
生
命
シ
ス
テ
ム
を
「
構
成
素
が
構
成
素
を
生
み
出
す
自
己
産
出
過
程

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
有
機
的
に
組
織
化
さ
れ
た
循
環
的
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
位
置
づ
け
る
「
生
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命
シ
ス
テ
ム
論
的
人
間
観
」
の
視
点
を
対
置
す
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
「
連
関
と
緊
張
」
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、「
個
人
」

や
「
自
律
」
と
い
う
概
念
を
「
新
た
な
規
整
理
念
」
と
し
て
「
再
定
式
化
」
す
る
こ
と
に
挑
戦
す
る（

（5
（

。
人
間
を
情
報
に
分
解
・
還
元

し
て
捉
え
る
「
計
算
論
的
人
間
観
」
を
前
提
に
し
た
場
合
、
デ
ー
タ
保
護
法
制
又
は
個
人
情
報
保
護
法
制
に
よ
っ
て
、「
外
的
視
点
」

か
ら
外
部
的
行
為
を
法
的
に
規
律
す
る
こ
と
が
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
実
効
的
手
段
と
な
る
。
し
か
し
、「
生
命

シ
ス
テ
ム
論
的
人
間
観
」
を
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
両
者
の
「
連
関
と
緊
張
」
の
中
で
「
個
人
」
や
「
自
律
」
と
い
う
概
念
を
「
新
た

な
規
整
理
念
」
と
位
置
づ
け
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
し
て
は
、
デ
ー
タ
保
護
法
制
又
は
個
人
情
報
保

護
法
制
の
み
な
ら
ず
、「
個
人
」
や
「
自
律
」
と
い
う
概
念
を
基
軸
と
し
た
全
法
秩
序
的
対
応
が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
本
稿
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
本
稿
は
個
人
情
報
保
護
法
制
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
対
処
を
論
じ
る
も
の
に

と
ど
ま
り
、
本
稿
そ
れ
自
体
が
内
在
的
限
界
を
有
す
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

【
付
記
】
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
、
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
事
業JPM

JM
S2012

の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
1
）　

駒
村
圭
吾
編
集
代
表
・IoB-S

編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ブ
レ
イ
ン
ズ
の
法
―
―
神
経
法
学
の
基
礎
と
事
例
研
究
』（
日
本

評
論
社
、
二
〇
二
五
年
）
ⅰ
頁
。
同
書
は
、
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
二
〇
二
四
年
三
月
に
わ
た
っ
て
法
学
セ
ミ
ナ
ー
誌
上
で
連
載
さ
れ
た

「Law
 of IoB

―
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ブ
レ
イ
ン
ズ
の
法
」
を
書
籍
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
自
身
も
、IoB-S

の

研
究
参
加
者
と
し
てIoB-S

の
研
究
活
動
に
参
画
し
て
い
る
。

（
2
）　O
E
C
D
, R

ecom
m

endation of the C
ouncil on R

esponsible Innovation in N
eurotechnology, 

［O
E
C
D
/

LEGA
L/0 457

］, at 6.

（
3
）　

福
士
珠
美
「
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
倫
理
に
関
す
る
動
向
に
つ
い
て
」
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
研
究
計
画
・
評
価
分
科
会
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
委
員
会
脳
科
学
作
業
部
会
（
第
九
回
）（
令
和
七
年
六
月
三
〇
日
）
資
料
四
・
五
頁
、
八
頁
。
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（
4
）　Supra note 2.

（
5
）　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
採
択
に
先
立
ち
、
二
〇
一
八
年
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
バ
イ
オ
・
ナ
ノ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
作
業
部
会
（
Ｂ

Ｎ
Ｃ
Ｔ
）
は
、
上
海
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
責
任
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
産
業
応
用
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
型
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
二
〇
一
九
年
五
月
に
は
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
（Garden, H

. et al. 

（2019

）, “Responsible innovation 
in neurotechnology enterprises”, O

ECD
 Science, T

echnology and Industry W
orking Papers, N

o. 2019/05, O
ECD

 
Publishing, Paris, https://doi.org/10.1787/9685e4fd-en

）
を
作
成
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
に
至
る
ま
で
の
国
際
的
な
ル
ー
ル

形
成
（
議
論
・
合
意
形
成
）
の
動
き
に
つ
い
て
、
科
学
技
術
未
来
戦
略
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
書
（CRD

S-FY
2022-W

R-06

）「
ニ
ュ

ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
健
全
な
社
会
実
装
に
向
け
た
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
／
Ｒ
Ｒ
Ｉ
実
践
」（
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
研
究
開
発

戦
略
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
）
八
頁
、
二
〇
二
四
年
二
月
時
点
に
お
け
る
神
経
技
術
関
連
の
Ｒ
Ｒ
Ｉ
（Responsible 

Research and Innovation.
）
活
動
を
推
進
し
て
い
る
国
際
機
関
、
専
門
団
体
、
民
間
組
織
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、

Fukushi, T
am

am
i, East A

sian perspective of responsible research and innovation in neurotechnology, IBRO
 

N
euroscience Reports, V

olum
e 16, at 584-585

。

（
6
）　Recom

m
endation of the Council concerning Guidelines governing the Protection of Privacy and T

ransborder 
Flow

s of Personal D
ata ［O

ECD
/LEGA

L/0188

］.

（
7
）　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
八
原
則
は
、
①
目
的
明
確
化
の
原
則
、
②
利
用
制
限
の
原
則
、
③
収
集
制
限
の
原
則
、
④
デ
ー
タ
内
容
の
原
則
、
⑤
安
全

保
護
の
原
則
、
⑥
公
開
の
原
則
、
⑦
個
人
参
加
の
原
則
、
⑧
責
任
の
原
則
か
ら
成
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
八
原
則
と
個
人
情
報
保
護
法
に

お
け
る
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義
務
規
定
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
園
部
逸
夫
＝
藤
原
靜
雄
編
・
個
人
情
報
保
護
法
制
研
究
会
『
個

人
情
報
保
護
法
の
解
説
《
第
三
次
改
訂
版
》』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
二
二
年
）
一
四
八
頁
参
照
。

（
8
）　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
は
、
い
ず
れ
も
当
時
か
ら
改
正
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
八
原
則
に
基
づ
き
我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
基
本
骨
格
が
形
成
さ
れ
て
い
る
点
に
変
更
は
な
い
。
一
九
八
〇
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
日
本
の
関
係
性
、
二
〇
一
三
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
の
経
緯
・
内
容
に

つ
い
て
は
、
堀
部
政
男
＝
新
保
史
生
＝
野
村
至
『
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
―
―
30
年
の
進
化
と
未
来
』（JIPD

EC

、

二
〇
一
四
年
）
参
照
。
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（
9
）　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
情
報
保
護
法
の
領
域
に
お
い
て
脳
神
経
情
報
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
入
力
型
、

出
力
型
及
び
介
在
型
の
三
類
型
の
事
例
を
用
い
な
が
ら
検
討
し
た
論
文
と
し
て
、
松
尾
剛
行
＝
小
松
詩
織
「
脳
神
経
情
報
と
個
人
情
報
保

護
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
二
二
巻
（
二
〇
二
三
年
）
六
七
頁
。

（
10
）　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告
の
九
原
則
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
試
み
と
し
て
、『
ブ
レ
イ
ン
・
テ
ッ
ク　

ガ
イ
ド
ブ
ッ

クvol2.1

』（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
四
日
）
一
七
頁
、https://brains.link/w

p/w
p-content/uploads/2024/10/guidebook_

vol.2. 1.pdf
（
二
〇
二
五
年
九
月
一
三
日
最
終
閲
覧
）。

（
11
）　Supra note 2, at 5-6.

（
12
）　

本
稿
執
筆
時
点
の
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
は
、O

ECD
, N

eurotechnology T
oolkit T

o support policym
akers in im

plem
enting 

the O
ECD

 Recom
m
endation  on Responsible  Innovation in N

eurotechnology,  July 2025.: https://w
w
w
.oecd.org/

content/dam
/oecd/en/topics/policy-sub-issues/em

erging-technologies/neurotech-toolkit.pdf

（
二
〇
二
五
年
九
月
一
三

日
最
終
閲
覧
）。

（
13
）　Id, at 16.

（
14
）　

個
人
情
報
保
護
委
員
会
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
通
則
編
）」（
平
成
二
八
年
一
一
月
。
令

和
七
年
六
月
一
部
改
正
）（
以
下
「
Ｇ
Ｌ
通
則
編
」
と
い
う
）
二
―

一
六
。

（
15
）　

個
人
情
報
保
護
委
員
会
「『
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」（
令
和
七
年
七
月

一
日
）（
以
下
「
Ｑ
＆
Ａ
」
と
い
う
）
Ａ
1
―

62
。
子
ど
も
の
同
意
能
力
を
認
め
る
年
齢
や
同
意
取
得
方
法
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
を
行

う
も
の
と
し
て
、
松
前
恵
環
「
子
ど
も
の
個
人
情
報
の
処
理
に
か
か
る
『
同
意
』
の
あ
り
方
」
情
報
通
信
学
会
誌
三
八
巻
一
号
一
三
頁

（
二
〇
二
〇
年
）。
個
人
情
報
保
護
委
員
会
「
個
人
情
報
保
護
法
い
わ
ゆ
る
3
年
ご
と
見
直
し
に
係
る
検
討
の
中
間
整
理
」（
令
和
六
年
六

月
二
七
日
。
以
下
「
中
間
整
理
」
と
い
う
）
で
は
、「
こ
ど
も
の
権
利
利
益
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、
規
律
の
在
り
方
の
検
討
を
深
め

る
必
要
」
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
①
法
定
代
理
人
の
関
与
、
②
利
用
停
止
等
請
求
権
の
拡
張
、
③
安
全
管
理
措
置
義
務
の
強
化
、
④
責
務

規
定
、
⑤
年
齢
基
準
の
諸
点
に
つ
い
て
検
討
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
、
第
七
原
則
（
ｂ
）
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
個
人
情
報
保
護

法
の
改
正
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
16
）　

石
井
夏
生
利
『
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
法
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
三
七
〇
―
三
七
一
頁
参
照
。
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（
17
）　

園
部
＝
藤
原
・
前
掲
注（
7
）六
一
頁
は
、「
通
知
・
公
表
、
開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
、
目
的
外
利
用
・
提
供
に
当
た
っ
て
の
本
人

同
意
等
、
本
人
が
適
切
に
関
与
す
る
こ
と
に
関
す
る
仕
組
み
が
法
律
上
の
制
度
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

（
18
）　

Ｇ
Ｌ
通
則
編
三
―

二
。

（
19
）　

本
段
落
の
整
理
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
仕
組
み
解
釈
論
と
個
人
情
報
保
護
法
の
法
目
的
」
慶
應
法
学
五
〇
号
七
〇
―
七
一
頁
（
二
〇
二

三
年
）
参
照
。

（
20
）　
「
雇
用
」
の
文
脈
に
関
し
て
は
、
そ
の
ほ
か
「
労
働
者
の
健
康
に
関
す
る
個
人
情
報
」
に
関
し
て
「
事
業
者
は
、
違
法
又
は
不
当
な

行
為
を
助
長
し
、
又
は
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
方
法
に
よ
り
健
康
情
報
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
規
律
も
あ
る
（
個
人
情
報
保

護
委
員
会
「
雇
用
管
理
分
野
に
お
け
る
個
人
情
報
の
う
ち
健
康
情
報
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
」
第
三
・
二
）。

（
21
）　

本
段
落
の
引
用
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｌ
通
則
編
一
〇
。

（
22
）　

第
三
者
提
供
に
お
け
る
確
認
・
記
録
義
務
の
詳
細
な
規
律
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
三
者
提
供
時
の
確
認
・
記
録
義
務
編
）」（
平
成
二
八
年
一
一
月
。
令
和
五
年
一
二
月
一
部
改
正
）
参

照
。

（
23
）　

脳
神
経
デ
ー
タ
が
、
個
人
識
別
符
号
型
個
人
情
報
（
同
法
二
条
一
項
二
号
）
に
該
当
し
な
い
と
し
て
も
、
従
来
型
個
人
情
報
（
同
項

一
号
）
に
は
該
当
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
駒
村
圭
吾
編
集
代
表
・IoB-S

編
・
前
掲
注（
1
）一
九
六
頁
〔
松
尾
剛
行
〕。

個
人
識
別
符
号
型
個
人
情
報
と
従
来
型
個
人
情
報
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
よ
っ
て
特
に
法
律
上
の
効
果
に
差
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

駒
村
圭
吾
編
集
代
表
・IoB-S

編
・
前
掲
注（
1
）二
一
三
頁
〔
斉
藤
邦
史
発
言
部
分
〕。

（
24
）　

た
だ
し
、
犯
罪
予
防
や
安
全
確
保
の
た
め
の
顔
識
別
機
能
付
き
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
「
犯
罪
予

防
や
安
全
確
保
の
た
め
の
顔
識
別
機
能
付
き
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
つ
い
て
」（
二
〇
二
三
年
三
月
）
が
、
①
肖
像
権
・
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
留
意
点
、
②
個
人
情
報
保
護
法
上
の
留
意
点
・
望
ま
し
い
対
応
、
③
事
業
者
の
自
主
的
な
取
組
と
し
て
考
え
ら
れ
る
事
項

に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
Ｑ
＆
Ａ
1
―

14
で
は
、
従
来
型
防
犯
カ
メ
ラ
を
利
用
す
る
場
合
の
留
意
点
（
Ｑ
＆
Ａ
1
―

13
）
に
加

え
た
顔
識
別
機
能
付
き
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
留
意
点
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）　

個
人
情
報
保
護
委
員
会
（
第
二
七
五
回
）
資
料
1
・
個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
「
個
人
情
報
保
護
法　
い
わ
ゆ
る
3
年
ご
と
見

直
し
規
定
に
基
づ
く
検
討
（
個
人
の
権
利
利
益
の
よ
り
実
質
的
な
保
護
の
在
り
方
①
）」（
令
和
六
年
三
月
六
日
）。
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（
26
）　

中
間
整
理
三
―
四
頁
。
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）、
米
国
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）、
中
華
人
民
共
和
国
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連

邦
、
大
韓
民
国
で
は
、「
自
然
人
を
一
意
に
識
別
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
生
体
デ
ー
タ
」
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
デ
ー
タ
に
該
当
し
、「
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る
規
律
と
し
て
、
一
般
的
な
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
規
律
と
は
異
な
る
特
有
の
規
律
が
存

在
し
て
お
り
、
生
体
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
本
人
同
意
の
取
得
が
要
求
さ
れ
た
り
、
本
人
に
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
権
が

認
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る
」（
前
掲
注（
25
）・
五
頁
）。
ベ
ー
カ
ー
＆
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
法
律
事
務
所
（
外
国
法
共
同
事
業
）「
外
国
に
お
け

る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
関
す
る
制
度
等
の
調
査
結
果
報
告
書
」（
二
〇
二
三
年
三
月
）
も
参
照
。

（
27
）　

な
お
、
加
盟
国
は
、「
生
体
デ
ー
タ
」
に
関
し
、
そ
の
制
限
を
含
め
、
付
加
的
な
条
件
を
維
持
又
は
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
Ｒ
九
条
四
項
）。

（
28
）　

Ｇ
Ｌ
通
則
編
二
―

三
⑷
。

（
29
）　

駒
村
圭
吾
編
集
代
表
・IoB-S

編
・
前
掲
注（
1
）一
九
七
頁
参
照
〔
松
尾
剛
行
〕。

（
30
）　

拙
稿
「
公
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
情
報
保
護
法
制
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
〇
〇
号
三
五
頁
（
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
31
）　

曽
我
部
真
裕
「
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
基
本
権
か
？
」
憲
法
研
究
三
号
七
三
―
七
四
頁
（
二
〇
一
八
年
）。

（
32
）　

第
二
東
京
弁
護
士
会
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
委
員
会
編
『
令
和
2
年
改
正　
個
人
情
報
保
護
法
の
実
務
対
応
―
Ｑ
＆
Ａ
と
事
例

―
』（
新
日
本
法
規
、
二
〇
二
一
年
）
を
執
筆
す
る
際
に
第
二
東
京
弁
護
士
会
個
人
情
報
・
情
報
公
開
委
員
会
が
行
政
文
書
開
示
請
求
に

よ
っ
て
入
手
し
た
二
〇
一
九
年
九
月
二
七
日
付
け
「
現
行
法
に
お
け
る
個
人
の
意
思
の
関
与
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
文
書
に
お

い
て
も
、
同
様
の
要
素
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）　

佐
脇
紀
代
志
『
一
問
一
答　

令
和
2
年
改
正
個
人
情
報
保
護
法
』（
商
事
法
務
、
二
〇
二
〇
年
）
八
二
頁
参
照
。

（
34
）　

要
件
①
②
を
要
件
③
の
「
例
示
」
と
捉
え
る
べ
き
か
、
①
②
③
は
「
並
列
」
の
関
係
と
捉
え
る
べ
き
か
を
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
と

し
て
、
斉
藤
邦
史
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
差
止
め
と
憲
法
・
民
法
・
個
人
情
報
保
護
法
」
情
報
法
制
研
究
一
五
号
八
八
―
八
九
頁
（
二

〇
二
四
年
）。

（
35
）　

関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
脳
情
報
を
活
用
し
知
覚
情
報
等
を
推
定
す
る
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
委
員
会

「
脳
情
報
を
活
用
し
知
覚
情
報
等
を
推
定
す
る
Ａ
Ｉ
技
術
の
開
発
・
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
二
〇
二
四
年
一
月
）。
同
意
書
サ
ン
プ
ル
で

あ
る
「
脳
情
報
提
供
者
同
意
書
」
は
、
同
「
脳
情
報
を
活
用
し
知
覚
情
報
等
を
推
定
す
る
Ａ
Ｉ
技
術
の
開
発
・
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
補
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足
資
料
）」（
二
〇
二
四
年
一
月
）
一
九
頁
所
収
。

（
36
）　

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
一
七
頁
。

（
37
）　

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
四
七
頁
。『
ブ
レ
イ
ン
・
テ
ッ
ク　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
クvol1

』、『
ブ
レ
イ
ン
・
テ
ッ
ク　

エ
ビ
デ
ン
ス
ブ
ッ
ク
』、『
ブ

レ
イ
ン
・
テ
ッ
ク　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
クvol2

』
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「Internet of Brains

」（https://brains.link/braintech_
guidebook

）
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
二
五
年
九
月
八
日
最
終
閲
覧
）。
な
お
、
筆
者
は
『
ブ
レ
イ
ン
・
テ
ッ
ク　

ガ
イ
ド

ブ
ッ
クvol.1
』
及
び
『
ブ
レ
イ
ン
・
テ
ッ
ク　

エ
ビ
デ
ン
ス
ブ
ッ
ク
』
の
推
敲
の
協
力
者
、『
ブ
レ
イ
ン
・
テ
ッ
ク　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

vol.2

』
の
執
筆
協
力
者
と
な
っ
て
い
る
。

（
38
）　

そ
の
ほ
か
の
取
組
み
と
し
て
、
脳
情
報
を
活
用
し
知
覚
情
報
等
を
推
定
す
る
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
委
員
会
・
前
掲

注（
35
）も
参
照
。

（
39
）　Supra note 2, at 5-6.

（
40
）　Garden, H

. et al., Supra note 5, at 18.

（
41
）　Patrick M

agee et al., Beyond N
eural D

ata: Cognitive Biom
etrics and M

ental Privacy, 112 N
euron 3017-3028 

（2024

）, at 3022.

（
42
）　

小
久
保
智
淳
「〝
メ
ン
タ
ル
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
〟
と
認
知
過
程
の
自
由
」
山
本
龍
彦
監
・
音
無
知
展
＝
山
本
龍
彦
編
『
講
座　

情
報

法
の
未
来
を
ひ
ら
く
：
Ａ
Ｉ
時
代
の
新
論
点　
［
第
3
巻
］
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
二
五
年
）
四
三
頁
、
四
七
―
五
〇
頁
。

（
43
）　

Ｇ
Ｌ
通
則
編
二
―

三
。

（
44
）　

山
本
龍
彦
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
考
え
る
』（
信
山
社
出
版
、
二
〇
一
七
）
二
六
六
頁
。

（
45
）　

宇
賀
克
也
＝
藤
原
静
雄
＝
山
本
和
徳
「《
鼎
談
》
個
人
情
報
保
護
法
改
正
の
意
義
と
課
題
」
行
政
法
研
究
一
三
号
（
二
〇
一
六
）
一

一
頁
〔
藤
原
静
雄
発
言
〕。

（
46
）　

個
人
情
報
保
護
法
に
お
け
る
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
規
制
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
個
人
情
報
保
護
法
に
お
け
る
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
規
制
の
展
開
」
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
二
〇
巻
三
一
頁
（
二
〇
二
一
年
）。

（
47
）　

脳
波
情
報
に
つ
い
て
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
関
す
る
個
人
情
報
保
護
法
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
は
、
駒
村
圭
吾
編
集
代
表
・

IoB-S

編
・
前
掲
注（
1
）三
一
三
―
三
一
四
頁
参
照
〔
数
藤
雅
彦
〕。
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（
48
）　

小
久
保
・
前
掲
注（
42
）四
三
頁
。

（
49
）　

小
久
保
・
前
掲
注（
42
）五
一
―
五
四
頁
。

（
50
）　“Cognitive liberty”

に
つ
い
て
は
、
小
久
保
に
倣
い
、
本
稿
で
は
「
認
知
過
程
の
自
由
」
の
訳
語
を
充
て
て
い
る
（
小
久
保
・
前

掲
注（
42
）六
四
頁
参
照
）。

（
51
）　

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
一
八
頁
。

（
52
）　

拙
稿
・
前
掲
注（
30
）三
四
頁
。

（
53
）　

園
部
＝
藤
原
・
前
掲
注（
7
）六
〇
頁
。

（
54
）　
「
Ｄ
Ｐ
Ｆ
事
業
者
は
ユ
ー
ザ
ー
の
『
認
知
過
程
の
⾃
由
（cognitive liberty

）』
な
い
し
脳
神
経
権
に
⼗
分
配
慮
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の

利
益
に
反
す
る
⽬
的
で
、
Ａ
Ｉ
等
を
⽤
い
て
個
⼈
の
思
考
を
「
ハ
ッ
ク
」
し
て
は
な
ら
な
い
（
マ
イ
ン
ド
・
ハ
ッ
キ
ン
グ
の
禁
⽌
）」
こ

と
を
提
言
す
る
も
の
と
し
て
、
⿃
海
不
⼆
夫
＝
⼭
本
⿓
彦
「
共
同
提
言
『
健
全
な
⾔
論
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
向
け
てver2.0

―
情
報
的

健
康
を
、
実
装
へ
』」（
二
〇
二
三
年
五
月
、K
GRI W

orking Papers N
o1

）
二
二
頁
。

（
55
）　

以
上
に
つ
き
、
駒
村
圭
吾
「
個
人
の
消
失
（
ヒ
ト
へ
の
回
帰
）
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
―
―
計
算
論
的
人
間
観
の
台
頭
と
『
連
関
と

緊
張
』
の
近
未
来
」
法
律
時
報
九
六
巻
三
号
九
四
―
九
五
頁
（
二
〇
二
四
年
）。




